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び合う教師教育の在り方を追求したいと考えた。
本稿で報告するパイロット研修実践とその省察
は、こうした組織的な英語教員養成構築を目指し
て、その第一歩を踏み出そうとするものである。

Ⅱ　ニーズベースの研修企画の背景
立命館大学の英語科の指導法に関する科目は、
5 種類が用意されている。2010 年度入学生以降に
適応する現行のカリキュラムでは、「英語科教育概
論」と「英語科授業研究」が中学・高等学校の
表法に必要な必修科目となっている。さらに、「英語
科教育研究」という講義科目が中学校免許取得の
ための必修科目となっており、それに加えて発展演
習科目として、「英語科授業演習（中学）」「英語
科授業演習（高校）」を選択科目として履修できる
ようになっている。それぞれの科目の開講クラス数、
最近の担当者と受講者数の概要を下に示す。

・英語科教育概論　前期、後期各 1クラス開講

　合計およそ 100 名程度受講

　（ 2005 年 -2009 年は湯川担当、2010 年より

湯川および非常勤講師で 1クラスずつ担当）

・英語科授業研究　1クラス 30 名以下に限定、

　　5クラス開講　受講人数はクラスにより多様

　　湯川、山岡、および非常勤講師 2名で担当

・英語科教育研究　前期、後期各 1クラス開講

　合計およそ 100 名程度受講

　山岡および文学部所属英語教員が担当

・英語科授業演習（高校）　後期 1クラス開講

　10 名程度受講　山岡担当

・英語科授業演習（中学）　後期 1クラス開講

　10 名程度受講　非常勤講師担当

Ⅰ　はじめに
本稿は、立命館大学での英語教員養成に約 10
年間携わってきた著者らが、自ら指導した同窓生
英語教員に、さらにどう支援できるのかを模索し
試行したパイロット実践の企画過程と実践結果を
まとめたものである。昨今は、新卒の段階から高
い実践力が求められ、世界のグローバル化に伴い、
英語教員に期待される教科指導力も高い。
しかし、就職前のトレーニングと現実の間に
は大きなギャップが存在し、乗り越えられない
場合も多い。（海外の第二言語としての英語を教
える教員に関する研究で同様のことを指摘する文
献に、Farrell（2012）, Faez & Valeo（2012）があ
る。）文部科学省の調査によれば、公立学校で専
任として採用され、初年度を終えた段階で条件
附採用制度から正式採用に移行できなかった教
員が平成 19 年度で 301 人となり、平成 15 年度
の 111 人から順次増加の一途をたどっている（文
部科学省 n.d. a）。
全国の公立学校では、自治体ごとに初任者研修
や 10 年経験者研修を初めとした研修制度が存在
する（文部科学省 n.d.b）が、これらの研修は基
本的に教師生活全般を扱うものである。したがっ
て、大学時代の教科指導の土台を踏まえ、「授業」
に特化し、大学の専門性を生かした研修は、別途
大学独自に提供する意義があると思われる。
さらに、同窓生教員に限らず、立命館の 5つの
附属校に着任した教員をも対象とする研修、また、
ベテランの附属校教員の力も借りて行うという研
修、つまり、何層にも連携した立命館大学ならで
はの研修を組みたてることで、就職前の学生・院
生も含め、若手、ベテランに至るまで統合的に学
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た、3.0 ～ 3.5 の自己評価をしており、特に、「評
価（定期テスト作成など）の仕方」、「自律的学習
の支援」をはじめとして、現在高校で強く求めら
れている発信の指導や、基本的な技能である「基
本的な発音指導」、「リーディング指導」、「リスニ
ング指導」などについても一様に、力量不足であ
ると自己評価をしていた。
自由記述部分では、大学での教科指導に関する
指導から多くを学んだとしている半面（湯川・神
藤・山岡・太田 2013）、職場でもっとうまく教え
ることができなければいけないという認識のも
と、忸怩たる思いを抱えながら毎日を送っている
様子がうかがえた。
また、当然のことながら、多岐にわたる教科外
の生徒の指導に戸惑っているらしい様子も伝わっ
てきた。今後の教科指導に関する機会についての
要望を聞いてみると、対面やオンライン両方で、
母校が提供する研修を切望していることが分かっ
た。
また、著者らは附属校（特にアクセスが容易な
近畿の附属 4校）との交流が深いことから、新し
く附属校へ赴任した同窓生教員の様子を、毎年継
続的に観察している。新規に着任したばかりの教
員や経験の浅い同窓生教員の授業には、改善すべ
き点が多々見られ、授業後のフィードバック（お
よび励まし）に例年時間を割くようにしてきた。
以上、追跡調査と附属校教員の観察から、若手
教員の教科指導研修のニーズが非常に高いことを
知り、今年度、現職教員を対象とし、調査結果で
ニーズが高いと思われたことに焦点化した 3回シ
リーズの研究を企画した。

Ⅲ　パイロット研修内容
以下に、全 3回の研修内容を示す。

表 1　3回の研修内容

第 1回　2013,6,22「英語指導の基礎がため」
14：00-15：10　
1. 1  英語習得に必要な 5つの要素、4つの目
的別活動（講義）

1. 2  中学生に実力をつけるための帯活動
（workshop） 湯川

著者らのうち湯川は 2005 年度より、山岡は
2006 年度より立命館大学の英語教員養成を担当
してきた。著者らが直接指導し、2007年 4月以降、
全国のあちこちで教壇に立っている同窓生英語教
員は、連絡先が判明している人数だけで 111 名存
在する。（以後これらの比較的経験の浅い英語教
員を便宜的に「若手教員」と呼ぶ。）その中には、
2003 年に設立された言語教育情報研究科で英語
教育を学んだ者も含まれている、この間、立命館
附属校に勤務する英語教員は年々増加して、2013
年度現在、専任、常勤講師、非常勤講師を務めて
いる 2007 年度 4 月以降卒業の同窓生英語教員は
合わせて 17 名に及んでいる。
そこで、著者らは、立命館大学教職教育センター
長、および教職教育課とともに、2012 年度に、
初めて同窓生英語教員の追跡調査を行った。（結
果は、湯川・神藤・山岡・太田（2013）として未
公開報告書にまとめ、一部は Yukawa（2013）と
して公開した。）追跡調査では次の 4つの課題を
明らかにしようと試みた。（1）若手教員は自分が
どの程度の教科指導力を持っていると考えている
のか。（2）若手教員の現在の教科指導力は、大学
での教職科目の基礎的な科目の成績とどのような
関連を持っているのか。（3）若手教員は立命館大
学での教職課程や大学院で、実践的な指導力をど
の程度身につけることができたと感じているのか
（4）若手教員は現在、どのような研修を大学に期
待しているのか。
調査では、J-POSTL（Japanese Portfolio for 

Student Teachers of Languages）（JACET 教育
問題研究会 2011）の中から、英語教師として必
要な能力の記述文 16 項目を選び 5件法でそれら
の能力をどの程度持ち合わせているのかの自己評
価を求め、さらに、若手教員のプロフィールや勤
務状況、授業の様子を聞いた。また、記述式で、
大学の教師教育を振り返って感じることや、今後
の研修についての要望も聞いた。111 名に対し質
問紙を送付し、33 件の有効回答を得た。
この結果、若手教員は英語教員の教科指導力と
して挙げた 16 項目の指導ができるかどうかにつ
いて、（5段階評価の中で）真ん中の「どちらと
もいえない」からかろうじて「～できる」によっ
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12：00-12：30
自分の生徒に望ましいタスク型活動を考える―
　グループ討論　（大学院生より提案）
13：40-13：55　　　
3.   My lesson- sharing timeその 1　
13：55 － 15：00 
4.   English Camp、speech, recitation, 

presentation大会などのイベント
―企画のポイントと活動案 山岡

15：10-16：10　
5.   中学校の指導法
 立命館慶祥中学校・高等学校　吉田恒
15：20-17：20
6.   My lesson- sharing timeその 2
17：30-18：00　
7.   総括討論

上にあげた全 3回の研修内容が、追跡調査と若
手附属校教員の観察結果にもとづいて、どのよう
にニーズに対応して組みたてられているのかを、
以下に説明する。
（1）若手教員は、基礎的な 4技能の指導に軒並み
自信がないと感じていることが追跡調査で判明し
たことから、附属校ベテラン教師の授業のやり方
を、参加者を生徒に見立てたワークショップを通
して紹介してもらうことにした（第 1回、立命館
守山中学校と立命館高校より、第 2回立命館宇治
高校より、第 3回立命館慶祥中学校より）。ただ、
それに先だって、教師がそれぞれのアクティビィ
ティを、「意味理解」、「意味伝達」、「言語フォー
ムの学習」、「流暢さ訓練」のうちのどの目的のた
めに行っているのかを明確に判断できるように、
また、言語習得を促すための最善の状況を整備で
きるように、理論的な土台形成のための講義をし
た（湯川）。
（2）新学習指導要領の施行に伴い、2013 年度か
ら高等学校では「英語表現 I, II」という科目が教
えられるようになった。外国語である英語を使っ
て発信できるようにするためには、学習初期のこ
ろからの段階的な指導が必要なため、そうした積
み上げが不十分な状態で高校に進学してきた高校
生の指導は非常に困難である。生徒の生活の中で

15：30-17：00　
1. 3 高校「英語表現 I」の教え方（workshop）
 山岡
17：20-19：20　
1. 4 My English Class  授業事例、
　お勧めのアイデア紹介　60 分 x2
　①立命館守山中学校チーム 辻大樹、吉本恵子
　②立命館高等学校 武田菜々子

第 2回　2013,7,21「英語指導とテスト」
10：00-11：20
1.   ねらい、活動と整合性のあるテスト、（講
義と実習）

　　留意点具体例 湯川
　　performance test, 山岡
11：30-12：30 
2.   新米教師が陥りやすいテスト作りの穴
―事例紹介と解決法

（講義）立命館宇治中学・高等学校 今川佳紀
13：40-15：10 
3.   テストの検討会（workshop）小グループ
で検討 60 分

　全体で検討のまとめ 山岡
15：20-17：20 
4.   My English Class  授業事例　60 分 x2
① テクスト使用、4技能の統合、レベルの上
下を加味した調整

 立命館宇治中学・高等学校　小久保久美子
②中学校生徒指導と英語授業の接点
 立命館守山中学・高等学校　辻大樹

第 3回　2013,8,10「タスク（プロジェクト）型授業」
10：00-10：40
1.   今回のテーマ設定の意図、タスク、プロ
ジェクトの定義、タスク型授業の意義

 湯川
10：40-12：00  
2.   小学校で英語を習ってきた中学生にふさ
わしいタスク型活動　実践例紹介

 立命館中学・高等学校　中西美佐・松尾由紀
　高校生にふさわしいタスク型活動　実践紹介
 立命館宇治中学・高等学校　今川佳紀
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れて、地方の学校に就職した場合には、学生時代
のように、同じ基礎知識（用語）を使用して英語
教育を語れる同僚や、ロールモデルと仰げる達人
が常に身近にいるとは限らない。同じ段階を試行
錯誤しながら、初心を忘れずにがんばっている仲
間に定期的に会って自分を鼓舞したいというニー
ズがあることは、追跡調査の自由記述欄や、卒業
生との交流の中で分かっていた。そこで、第 2回
の、自分のテストを持ち寄る企画に続いて、第 3
回では、自分の実践の一端を公開するチャンスを
設けた。うまくいったと感じたものなら、たとえ
ワークシート一枚でも、授業に使った画像 1枚で
もよいのでという条件で参加者が発表する機会を
設けた。

Ⅳ　参加状況
全 3回の研修の参加者の内訳は以下の通りであ
る。

表 2　研修会参加者内訳

①同窓
生教員

②附属校
教員①を
除く

①②以
外の教
員

学生 合計＊

第 1回 21 7 2 9 39
第 2 回 16 4 2 6 28
第 3 回 18 6 5 2 31
＊ 参加者人数には著者ら 2名は含まれていないが、そ
れ以外の発表者は含んでいる

　
今回は、主旨が同窓生の若手教員に対して追跡
調査の結果を踏まえての研修にあったので、半ク
ローズドの形態をとり、追跡調査の対象とした同
窓生と附属教員以外には広報しなかった。英語教
員を目指す学生についても、すでに教員免許を取
得しているケースや、または教育実習を済ませて
いる大学院生には呼びかけたが、そうした段階に
達していない学生に対しては、研修内容のレベル
が合致しないと考えてこちらから声をかけること
はしなかった。ただ、先輩から聞いて参加を希望
してきた学生や、同窓生と交流の深い他大学出身
の同僚や友人などが参加を希望してきた場合に
は、参加してもらった。
同窓生の追跡調査で返事があったのが 34 名（う

意味を持つ内容を発信できるように育てる英語授
業には高度な指導技術が必要なので、新卒の教員
にはハードルが高い科目であると言える。こうし
た理由から、この科目の指導のやり方については、
第 1回に特に時間を設けて紹介した（山岡）。
（3）第 2回には、追跡調査で困っていることが判
明しており、就職前の教師教育では扱いにくいテ
ストの作り方に焦点をあてた。学部の教科指導法
クラスは、学習指導案を初めて書くというレベル
で演習科目を教える段階である。したがって、定
期テストの作り方など、授業を教えた体験との関
係でのみ具体的なノウハウがイメージしやすい事
項を扱うのは時期尚早の感が否めない。扱ったと
しても表層的に堕してしまう懸念があるため、本
学の必修の講義科目である「英語科教育概論」の
中では、一般的なテストの種類の紹介や観点別評
価について言及する程度にとどめている。。
研修での扱い方については、他のテーマと同様
に、最初にテストの種類や目的ごとの妥当性を理
論的に確認し、定期テストのよしあしについてサ
ンプルを示しながら概説した（湯川）。また、口頭、
筆記で産出した言語パフォーマンスを評価する方
法にも焦点をあてて具体的なノウハウを紹介した
（山岡）。
それを聞いた後にあらためて、自分や他の参加
者が作った定期テストを見直すことで、多くの気
づきが生まれ、基本的な理念がまだ十分共有でき
ていない同僚との調整の必要性を参加者が実感す
ることとなった。
（4）第 2回には、追跡調査で言及が多かった生徒
指導面に焦点化したセッションを設けた。第 1回
で英語授業のノウハウの説明をしてもらった同じ
発表者に、今度は、一定程度理解したその授業の
中で、教師がどのように生徒指導について留意し、
生徒が学習に向かっていけるように工夫をしてい
るのかを紹介してもらった。
（5）第 3回には、現在の英語教育分野でよく聞か
れる「タスク」や「プロジェクト」という概念を
理論的に整理し、若手教員にはかなり難度の高い
実践ではあるが、将来への展望を示す意味で、タ
スク型授業をテーマとして取り上げた。
（6）大学・研究科を卒業してから、京都を遠く離
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の研修のあなたへの意義について書いて下さい。」
 この欄には、単に主催者への謝意や、研修に
参加する前の勤務先での状況に言及した記述も
あった（11 件）が、それらを除くと、明確にこ
ういうところに意義があったと記載している記述
が全部で 51 件あった。それらを個別にカードに
書き出し、類似のものでカテゴリ化し、カテゴリ
間の関係を考えて分類したものが表 4である。

 
表 4　研修意義（獲得したこと）

カ
テ
ゴ
リ

① 

ア
イ
デ
ア

取
得

② 

授
業
構
成

再
考

③ 

理
論
と
実

践
の
統
合

④
動
機
向
上

記
述
数

21 12 5 13

下
部
カ
テ
ゴ
リ

ａ
活
動
ア
イ
デ
ア

ｂ
機
器
使
用
法

ｃ
教
材
研
究

ａ
構
成
再
考

ｂ
意
欲
向
上
の
た
め
の
構
成

－

ａ
動
機
向
上

ｂ
英
語
力
向
上
意
欲

13 3 5 7 5 5 12 1

表 4 で分類した①から④のカテゴリを、さらに、
細分化して a, b, c にわけたそれぞれの下部カテ
ゴリから、典型的な記述を拾って、以下に記す。

①アイデア取得―授業の活動のためのアイデアが
取得できたとするコメント
【① a活動アイデア】
・たくさんの授業のアイデアを見せていただくこ
とで、多くのヒントを得ました。これらのヒント
をそのまま自分の授業に使うのではなく、エッセ
ンスとして取り入れ、自分の生徒たちに合うよう
調整しながら、活用していきたいと思います。
・多くの先生方の授業のアイデアや、評価方法な
ど、とても勉強になることばかりでした。まだ教
壇に立ったばかりですが、この研修で学んだ知識
を自分の授業でも取り入れられるよう、夏休み以
降工夫していきたいです。
【① bパワーポイントのスライドなど機器使用の

ち有効回答は 33 名）であったことを考えると、
大学とつながっていたいという希望を持っている
同窓生教員は、当日に校務で支障がない限り、か
なり参加したように思われる。
北陸、九州、中国、中部地方からかけつけた同
窓生もおり、交通費と宿泊費などを考慮し、1回
の研修会をなるだけ豊富な内容で、長時間学べる
ようにした。
第 3回の参加者に、勤務の状況から参加しやす
い研究日程について聞いたところ、表 3に示すよ
うに、これといってよい日程があるようでもなさ
そうであった。とにかく研修の日程や内容が早い
時期から決まっている（月の第○曜日などといっ
た定期的な開催の可能性も含めて）ことが参加計
画の助けになるであろうと思われた。
　

表 3　研修開催時期や形態への希望

土曜の
午後

日曜日
長い休み
にまとめ
て数日

いつでも同じな
のでできるだけ
早く予定がわか
ればありがたい

9名 6名 6名 11 名
全回答者 23 名、複数回答あり

Ⅴ　参加者の学び
研修に参加した若手教員の授業が 2学期以降実
際に変わったのか、あるいは、単年度 3回くらい
の研修では第 3者にも分かる形で明確な変化を遂
げることは難しかったのかは、今後の検証に待た
ざるを得ない。
ここでは、第 3回の研修に最後まで参加した受
講生 22 名に問うた、今回の研修の意義について
の自由記述を分析して、参加者の学びを推し量り
たい。
参加者には、自由記述欄で次のように問いかけ
た。「よい英語教師になるには、とても長い間の
研鑽と経験が必要です。たった 3 日間、12 コマ
相当分程度の研修で急によい教師になれるわけで
はありません。また、授業が始まってみなければ
自分の中の授業力の変化は分からないでしょう。
それでも、意欲の変化や、自信、授業の変化への
期待など、なんらかの予感はひょっとしたら生ま
れたかもしれません。差し支えのない範囲で、こ
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生とは違うやり方をしていて、心細かったので。）
・大学で学んだ言語教育の原則を職場で応用して
いた内容を発表しました。その方向性や活動を今
回のような機会で発表者という立場でありました
が、多くの先生に見てもらったこと、アドバイス
をもらったことで、また自信になりました。

④動機向上
【④ a動機向上】
・新学期からは、頭の中で構想していることを今
回の研修を通じて、先生方や他の参加者から頂い
た勇気を使い、思い切りチャレンジしたいと思い
ます。
・英語教育になかなか力を注げない中、自分の英
語教育への関心・意欲を引き戻してくれたこと。
【④ b英語力向上動機】
・英語力についても、美しい発音で授業をされる
先輩先生を拝見し、自分も近づけるように、努力
しようとこれまで以上に強く思いました。

以上、参加者にとっての研修の意義は、表 4に
あげ、上記に例を示したように、①個々の教え方
のアイデアと②それをどう組み合わせていくかと
いう構成、③それが理論的土台と結びついた形で
再確認でき、④ 2学期以降の授業に生かしたいと
いう強い意欲を呼び起こすこととなったようであ
る。英語教師に必要な知識や技能のうち、今回の
研修では、指導法に特化した。したがって、英語
学や英語圏文化についての知識や、英語教師が自
分の授業を振り返るためのアクションリサーチの
ノウハウ、機器の研修等、指導法以外のことを取
り扱わなかったので、学びが上記の項目に収斂さ
れたのは当然の結果であると言えよう。参加者が
教授法の面で、部分的にでも明日の授業に生かし
たいという意欲をもって終われたことはこの事後
アンケートによく表れている。
著者らは大学や大学院で繰り返し「いい教育を
するためには、方法論や技術だけにとらわれるこ
となく、まずは身をもって自らを磨くこと」と説
いてきた。今回は英語教師の持ち合わせるべき深
い知識や経験などについては、ベテラン教師の技
術を通して間接的に垣間見るという設定となった

アイデア取得】
・授業工夫についてのアイデア（プロジェクター
の利用、考えてみます）
・先ずは、高学年に対して、パワーポイントを使っ
た資料（ティーチングマテリアル）を作成して、
子供たちの反応をみたいと思います。
【① c　教材研究（をする意義の再確認）】
・それらを総合して、私の中では、もう一度教科
書をよく研究しようと思えたことが自分の中の変
化かもしれません。
・教科書をもう一度違った視点で、捉え直し、英
語力をつけるための教材として使えるようになり
たいと思いました。

②授業構成再考―授業の組み立て方に再考がいる
と認識できたとするコメント
【② a授業の構成】
・「コミュニカティブな授業を！」「アウトプット
を！」と考えるあまり、その前の段階のインプッ
トやドリルが不足していたり、自分が生徒にどん
な力をつけさせたくて、その活動をしているのか
わかっていなかったり、自分の授業や意識を客観
的に見直すことができました。
・1つ 1 つの活動の意義を理解して、授業を組み
立てる。
【② a生徒の動機を高める授業の構成】
・この研修会に参加することによって、目指して
いる先生たちの授業の実践やヒントなどを知るこ
とができたので、2 学期から絶対にmeaningful

でモチベーションが上がる授業を目指してがんば
ろう！という意欲がわいてきました。
・生徒たちに少しでも英語の魅力が伝わり、英語
に興味を持ってもらえる授業作りができたらと思
います。

③理論と実践の統合―両者を結びつけて考えるこ
とができたというコメント
【③理論と実践の統合】
・理論と実践が結び付いた部分がありました。
・この授業で自分のやっていることが他のすばら
しい先輩方の実践を見て、まったくはずれていな
いことに自信がもてた。（学校の 3人の英語の先
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回を欠席せねばならなかったという声を多く聞い
た。この場合に、なんとか、研修内容（一部や概
要であっても）を伝える方法が必要である。今回
については、事後にリクエストがあった場合にそ
なえてレジメを残したり、数部については DVD

にやいて貸出したりもした。会員制にして限定的
に動画をオンライン上で視聴できるようにするた
めには、非常に高価なサーバーレンタル料が必要
なことから、せめて講義部分だけでも講義録を作
成し、専用にウェブページを立ち上げて掲載する
などの工夫が必要である。
② 1回の研修に参加できる人数は限られているの
で、テーマごとに提供した研修が、参加者を変え
て、複数回提供できるように企画することが必要
である。そのためには年間シラバスを立てて、早
い時点でそれを公開することで、参加者が選択的
に参加を計画できる必要がある。
③今回は、2007 年 4 月以降に就職した同窓生教
員を対象にしたため、共通の基礎知識が期待でき
たが、今後同窓生に限らず広く研修を公開するた
めには、それぞれの教師の知識や訓練のレベルに
よって研修内容を調整する必要がある。また、理
念的には同じことを伝えていても、中学校、高等
学校や、その生徒のレベルによって、実践例とし
てあげる事例や教材は変わってくるので、学校種
の別もニーズ分析対象の変数となる。
見込める人数にもよるが、学校種別、基礎知識
の有無ごとに、コースに分けて研修を提供する可
能性も視野に入れたい。
⑤本研修は、J-POSTLの記述文をツールとして、
現職教員が「できない」と感じている技能や足ら
ない知識を補うべく企画した。では、何をどれく
らいの量提供することで、何年くらいの研鑽を重
ねれば、おおむね、必要な能力が身についたと感
じられる段階に到達できるのかが知りたい。これ
は 5年、10 年のスパンでしか知り得ないことで
はあるが、取り組む意義は大きい。
⑥本稿の焦点は現職教員の研修であるが、この研
修が、就労前の学生に何らかの形で役立てられな
いかという点についても、模索が必要である。現
職教員用の情報ウェブページに、真剣に教師を目
指す学生がアクセスでき、オンライン上での交流

が、それでも参加者が今回の研修を通じて、多少
なりともこの原点を思い起こしてくれたことを期
待したい。

Ⅵ　今回のパイロット実践で得た教訓
今回のパイロット実践の成果および継続的教師
教育を企画する上で分かったことを、以下にまと
める。
①今回は、先進的な授業の公開や 1個人の発表だ
けでなく、テーマを定め、そのテーマにそって理
論の講義とそのテーマに関する実践を組み合わせ
て同日に提供した。このことで、聴衆も実践を公
開した発表者も、応用性のきく知識が得られ、好
評であった。
② 1回の研修が終日もしくは半日でも 5時間と、
かなり長めに設定した。3回全部出席すると、 12
コマ相当（大学の 1学期の授業は 15 コマで構成）
になる量の研修が可能になった。今後も半集中講
義のように設定すれば、かなりの研修が期待でき
る。
③参加者は基本的に同窓生と附属校教員ではある
が、在籍年度のずれなどがあるため、今回初めて
顔を合わすケースも多かった。研修中、および研
修後の懇親会を通じて、中堅・ベテラン・同年代
と豊富な人材に出会い、情報交換ができるネット
ワークができた。
④同窓生の中には、宿泊を伴わなければ研修に参
加できないほど遠方に勤務している者もいたが、
内容をはっきり説明して広報すれば、万障繰り合
わせて参加することが分かった。
⑤多忙な中でも、同窓生・附属校教員自身に発表
を依頼すると、断られることは少なく、若手教員
の短時間のアイデア公開についても、（聞いてい
るものは当然のことながら）発表者にとって励み
になることが分かった。

Ⅶ　組織的、統合的な教師教育のための今後の課題
今後、組織的、統合的な現職教員むけの教師教
育を企画するためには、次のような問題やあらた
な課題が浮かび上がってきた。来年度以降の研修
企画への参考にしたい。
①非常に参加したいのに、校務等の関係で、ある
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をきっかけに、対話やインターン、ボランティア、
研究が生まれるなど、多様な可能性が考えられる。

Ⅷ　結語
本稿では、同窓生英語教員に、さらにどう支援
できるのかを模索し試行したパイロット実践の、
企画、成果、今後の課題をまとめた。継続的によ
い人材を学校現場に送りだし、その苗木がしっか
りと育つまでサポートを続けることは、若手教員
の離職を防ぐことにつながり、教職課程認定を受
けている大学の社会的責任でもある。教員免許更
新講習が大学での開催する研修として制度化され
ているのに対し、初任者や比較的経験の浅い教員
に対する研修の提供は、あくまで任意で自主的な
活動にすぎない。担当者には非常に負担の大きな
作業ではあるが、望まれる現職教員教育の姿が浮
かび上がるまで、しばし模索を続けたい。
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